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柏崎市情報CIOマニフェスト柏崎市情報CIOマニフェスト
平成２３年度 ～ 平成２７年度
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情報CIOマニフェストの位置づけ

● 情報CIOマニフェストとは

✔ 平成２３年度～２７年度までの５カ年間における、情報CIOの重点施策を示したものです。

✔ 行政改革推進計画を基本に、情報通信技術の活用に係る情報CIOの重点施策を示したも

のです。

✔ 重点施策は、進行管理を１年毎に行い、電子市役所推進本部に報告します。

● 情報CIOとは （CIO : Chief Information Officer : 情報統括責任者 : 副市長が就任）

✔ 電子市役所推進本部の構成員として、情報通信技術を利用して、柏崎市の行政構造改革

の推進を図り、市民の最大限の満足度を推進します。

（電子市役所推進本部設置要綱 第１条、第３条）

✔ 情報CIOが推進すべき施策は、行政改革推進計画に定められた各種施策のうち、情報通信

技術を利用して実施できるものとします。

✔ 施策の優先順位を明確にするため、これら施策のうち、特に優先度が高いと判断される

ものを、重点施策として、本マニフェストに明示します。
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情報CIOの施策体系

1. 市役所のスリム化と市民にわかりやすい組織体制を目指します

●簡素で効率的な市役所を目指します
●市民の皆様の立場に立った上での行政サービスに努めます

●人件費総額を抑制しつつ、行政サービスが維持できる
体制･仕組みを構築します

2. 行政サービスの質及び執行能力の向上を目指します

●市の仕事を見直し、効率的な行財政経営の推進に努めます
●市民にわかりやすいサービス提供の手法を構築します

●職員の資質の向上を図ります
●より質の高い行政サービスの充実に努めます

3. 第三セクターなど市と関係する法人の健全な運営を促進します

●市が出資している第三セクターの健全な運営を維持･継続します
●公益法人の新制度移行手続きの助言や支援を図ります

●その他の関係団体については適正な関わり方について検証します

4. 市の所有する施設の見直しと適切な管理に努めます

●施設の見直しにより経費削減を目指します
●施設の民営化や統廃合を引き続き進めます
●効率的で効果的な施設の管理を進めます

5. 現状を見据えた次世代へつなぐ不断の行政改革を進めます

●将来を見据えた健全な財政運営の取り組みを継続します
●市民活動と行政が互いに補完しあう行政改革を目指します

施策① 電子申請の活用促進

施策② 民間活力を導入できる業務を民間委託

施策③ 定型業務のシステム化の検討

施策④ 行政評価を引き続き実施し、事務事業を効率化

施策⑤ 市のホームページやFM ピッカラなどを活用し、積
極的な情報提供を実施

施策⑥ オンラインによる公共施設予約サービスの構築

施策⑧ 身近な場所で申請書類発行や収納事務を実施

施策⑨ 市が出資している第三セクターの健全な運営を維
持･継続 （(株)カシックス）

施策⑪ 審議会、協議会等の市民参加による会議での意
見をホームページで公開

施策⑩ 歳入に応じた歳出の抑制を基本に、事業のスク
ラップアンドビルドを徹底することで行財政をスリム化

重点施策① 情報化関連経費の削減

重点施策④ 第三セクター(株)カシックスの水平
展開支援

情報通信技術を利用して 柏崎市の行政構造改革の推進を図り 市民の満足度を最大限に追及します

行政改革推進計画 （平成２２年度～２４年度）

情報CIOの施策
第四次総合計画

行政組織の効率化

行政改革推進計画に定められた施策

情報CIOの役割

重点施策③ 電子入札の導入および利用促進

※行政改革推進計画に定められた施策のうち、情報通信技術を利用して実施できるもの

施策⑦ 職員研修の充実

重点施策② 職員研修による職員の意識改革
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情報CIO重点施策① 情報化関連経費の削減

● 柏崎市の情報化関連経費は、他自治体と比べて割高となっており、行政の効率化を実現す

るうえで、当該経費の適正化が課題となっています。

● 適正なサービスレベルを維持・向上しつつ、平成２５～２７年度の情報化関連経費を、平成

２０～２２年度の当該経費（年平均 1,029,439千円）と比較して、２５％（年 257,360千円）以上
の削減を目標とします。

● 本施策実現のため、具体的には、主として次の事項に取り組みます。

✔ 基幹系システムの経費削減

✔ イントラ系システムの経費削減

✔ 学校教育システムの経費削減

（学校教育用パソコン、教職員校務用パソコン等）

● 情報CIOのほか、柏崎市の電子市役所推進本部・情報CIO補佐官・情報政策部門・関係主管

課、および(株)カシックス情報政策室が一体となって、本施策の実現に取り組みます。

● 本施策の進行状況を、毎年、柏崎市電子市役所推進本部に報告します。

平成２７年度末までに、情報化関連経費２５％以上の削減を目標とします
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情報CIO重点施策② 職員研修による職員の意識改革

● 法制度改正等に伴う情報システム改修費用を削減し、情報化関連経費を適正化していくた

めには、職員の間に、自治体パッケージのノンカスタマイズの考え方を徹底する必要があり

ます（職員の意識改革）。

● このため、次期基幹系システムが稼動する平成２４年度末までの２カ年間、業務改善研修

の中で、情報システムのノンカスタマイズ徹底を図ります。

● また、業務改善研修には(株)カシックスも参加し、ノンカスタマイズ徹底、および業務改善

ノウハウの醸成を図ります。

● 情報CIOのほか、柏崎市の行政改革室・電子市役所推進本部・情報CIO補佐官・情報政策

部門・関係主管課、および(株)カシックス情報政策室が一体となって、本施策の実現に取り

組みます。

● 本施策の進行状況を、毎年、柏崎市電子市役所推進本部に報告します。

平成２４年度末まで、業務改善研修の中で、情報システムのノンカスタマイズを徹底し、
職員の意識改革につなげます。
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情報CIO重点施策③ 電子入札の導入および利用促進

● 市民の利便性向上、調達の適正化・コンプライアンス遵守、および行政事務の効率化を目的

として、平成２４年度中に電子入札システムを導入します。

なお、本システムの導入にあたっては、費用対効果を十分に評価することとします。

● 契約検査課の公共工事入札案件については、平成２４年度中に電子入札を完全実施します。

● 物品調達入札案件については、応札者の情報リテラシ等を考慮し、電子入札の活用方策を

検討します。

● 業務委託入札案件については、関係課と契約検査課の役割分担、および電子入札の活用

方策を検討します。

● 情報CIOのほか、柏崎市の契約検査課・電子市役所推進本部・情報CIO補佐官・情報政策部

門・関係主管課、および(株)カシックス情報政策室が一体となって、本施策の実現に取り組

みます。

● 本施策の進行状況を、毎年、柏崎市電子市役所推進本部に報告します。

平成２４年度中に、電子入札システムを導入し、
契約検査課の公共工事案件について、電子入札を完全実施します
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情報CIO重点施策④ 第三セクター(株)カシックスの水平展開支援

● (株)カシックスが事業の安定・拡大を図り、柏崎市のIT産業振興に寄与できるようにするため、

平成２７年度までに、柏崎市からの情報化関連受注以外に、新規事業を２つ以上事業化でき

るよう、主要株主である柏崎市として、様々な支援を実施します。

● 本施策実現のため、具体的には、主として次の新規事業を、柏崎市として支援します。

✔ 柏崎市以外の地方自治体からの情報システム構築・運用アウトソーシング事業

✔ クラウド・コンピューティング事業

● 情報CIOのほか、柏崎市の電子市役所推進本部・情報CIO補佐官・情報政策部門が一体となっ

て、本施策の実現に取り組みます。

● 本施策の進行状況を、毎年、柏崎市電子市役所推進本部に報告します。

平成２７年度末までに、カシックスの新規事業を２つ以上事業化できるよう、支援します


